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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　９月　　3日　（月）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　小向　由紀　　　　記録者　　佐々木　誓子　　
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· Ａユニットの製氷機は、全部取ってしまうと、氷が作れない状態になります。

氷を全部取ってしまわないよう注意して使用しましょう

· 疥癬情報･･･ダニアースは効果がないというわけではありません。キンチョールに比べ、効果が薄いだけだそうです。

· 青仁会祭りについて、今回、屋台へ出向く患者様は、Ａユニットの疥癬疑いの山内様以外の方を予定とします。委員会の方でも、まだ未定となっている部分あるため、その都度確認していきましょう。費用は、入院費から上乗せになって使用になります。（500円）

御家族への連絡は、受け持ちスタッフが行いましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 永洞様～日赤病院定期受診されています。

結果は、昨年と変らずとのことです。来年も受診するようにとのことでした。

来年の受診については、家族様が行ってくださるそうです。また、家族様よりオムツ持ってきて頂いています。

・鈴木サダ様～昨日、保護者の方である鈴木松男様が亡くなったとの事で、急遽外出されています。家族の方が、電話の対応など、様々なスタッフが関わることを好まない為、今後の保護者になる方を決める事や、連絡事項については、ケアワーカーに任せていきしょう。

・竹内セツ様～褥瘡の処置ガーゼを今までの形から、長方形へと変更しています。

　　　　　　　　何か変化があれば、カンファレンスで話合っていきましょう。

【食事形態について】

・坪　邦俊様～むせ込み見られていることから

　　　　　　　　常食→粥、キザミトロミ食となっています。

・佐々木　利男様～主治医からの指示にてパン食禁止となっています

・久慈　修様～むせ込み強く見られる為、

　　　　　　　　粥、常食→粥、キザミトロミ食となっています。

　　久慈様は、食事形態を気にされたり、食事にムラがあったりする方です。摂取状況について、引き続いて観察して行きましょう。

【皮膚科受診について】

· 9/7(金)に橋本万様、斉藤数子様、浜中トキエ様の3名、北村皮膚科受診を予定しています。

交通手段は、介護タクシーです。付き添いスタッフは、2名(福士、松沢)を予定しています。

＜医療廃棄物の処理について＞

· 処理が、きちんと行われていない・・・

例えば・・・

　☆リキャップが減らないのはなぜか･･･？

　　原因として･･･使用済みの注射器を現在使用の浅い入れ物に入れているからではないか･･･？

　　医療廃棄物処理について、看護スタッフで話し合っていきましょう。

＜河村勝男様の頭部のすりむけ、皮膚変色について＞

・原因として…

　　ふらつき著明にあり、適宜巡回を行なっていたが、河村様の部屋はスタッフオフィスの視界から

遠く、十分に河村様の行動を把握出来ていなかった。様子観察しており報告も遅れてしまった。

・今後の対策として…

スタッフが見守れないからと、スタッフの事情で患者様の居室を勝手に変えたりと患者様に無理をさせてしまうのではなく、患者様に合わせて、スタッフが動き、見守りするようにし、事故発生を防止していきましょう。

河村様に関しては、現在、発熱も消失し、体動も活発になる頃で、精神状態の観察も必要となってきます。充分に見守り、注意していきましょう。ベッドではなく、夜間、日勤帯共に、マットレスに臥床して頂きましょう。

日勤帯、夜勤帯、状況に応じて、臨機応変にＤホール、Ｃホール、廊下を有効活用し、患者様が、安全に生活できるように援助していきましょう。

そして、基本的なことですが、患者様に皮膚変色や、傷などあったとき、気付いたら、すぐに報告、記録、その状態に合わせた処置を行っていきましょう。

※詳しくは、事故報告書をしっかりと読み、全スタッフが周知し、今後、このようなことが起こらぬようにしましょう。
　・河村勝男様の事から、現在の患者様の環境検討しました。

　　・鳥谷部国光様～ベッド柵の頭部の開いているほうから、落ちそうになっている事がある。

　　　　　　　　　　↓

　　　　安全性を考え、現在とは反対の方向に頭を向けて臥床して頂く。

　　・浜中トキエ様～最近、自分で歩きたいという意識が強く見られており、ベッドからの転倒の可能性が高くなっている。

　　　　　　　　　　↓

ベッドではなく、マットレスに臥床して頂く。現在のベッドは、佐々木利男様に

使用して頂く事とする。（現在、佐々木利男様は柵なしのベッドを使用しており、

転倒の危険性高い為）

その他、小さなことでも、気付いたら、カンファレンスで話し合い、すぐに実行出来る事はしていき、一人一人が責任を持って、患者様の安全な生活を管理していきましょう。







